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(要約)

小児の健康的な生活への行動変容を目的とした健康教育介入対照試験の結果を報告した。教育介入

は、体験教育をとり入れた児童に対する健康教育と保護者に対するリーフレットを教材として健康教

育と併用した。身体所見、食生活および身体活動状況に、二、三の効果がみられたが、継続した教育

介入の必要性を明らかにした。
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はじめに

本研究は、小児の正しい健康観や行動変容を起こさせるための小児および保護者への健康教育指針

の作成を終局的な目的とした健康教育介入対照試験である。平成10年度は小学校児童の 3年間の追跡

調査の解析を行い、環境との関わりによる高コレステロール血症の診断指標を確立し、さらにハイリ

スク児童の生活環境および身体的所見の特徴を明らかにした上で牛乳・乳製品の適正摂取量に関して

報告した。平成11年度は対象児童・生徒の保護者への健康教育介入試験の中間報告のために行動変容

の解析と、生活環境全体を評価しうる身体指標に関して報告した。本年度はプロジェクトの最終評価

として、問題点とそれに対する対策を起案するための解析を行った。

対象および方法

対象地区の教育委員会を中心に学校健康教育推進協議会を発足さぜ、研究施設の役割を明確にした

上で、学校および保護者へのコンセンサスを得て、以下に示すプロジェクトを実施した。

1997年5月 ，小児成人病健診を行い、その結果をもとに保護者への教材(リーブレット)を作成
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1998年5月

1998年9月

し、プロジェクトの評価指標の策定を試みた。

，小児成人病健診、小児およびその保護者へのアンケート調査を実施した。

(1)児童に対する健康教育を実践校に対して実施した。

(2)保護者に対する健康教育を評価するためのアンケ ト調査を実施した。対象は

実践校全学年の保護者1，300名に生活習慣に関するアンケート調査を行った。

調査項目は日常生活についての10項目、健康状態についての15項目、たばこ・

アルコールについての2項目、食事についての17項目である。

1998年10-11月;保護者を対象に講演会の開催およびリーフレットを教材とした健康教育を実施した。

リーフレットは健康的な生活に関する包括的な、かつ自己選択が可能な内容とし、

第l回を栄養のバランス、カロリーの調整法と運動の 2種のリーフレット、第2回

を休養と心の健康、栄養のバランスとカロリー各論の2種のリーフレットを配布し

た。

1999年5月小児の身体所見への教育効果および小児、保護者の生活習慣の変容の評価を行うた

め、小児成人病健診、小児およびその保護者へのアンケート調査を実施した。

1999年6-9月;ケーブル百Fを用いた保護者の健康教育を行った。

1999年9月 ，実践校児童に対して心拍計を用いた体験教育を実施した。

2000年s月~ ・小児の身体所見および行動変容の情報収集を行った。

2001年2月

2001年5月

;保護者への健康意識の向上と実際に関するリーフレット教育の実施を予定

(1)小児成人病健診、小児およびその保護者へのアンケート調査を予定

(2)保護者の行動変容を評価するためのアンケ ト調査を予定

小児の変容を評価するための指標

対象児童・生徒の栄養・身体活動状況に関するアンケ←ト調査を保護者の記入形式で行った。栄養

摂取状況に関するアンケ トは、 1972年の厚生省健康指針策定委員会の簡易食物調査法を小児用に改

変した調査表を作成し、回答結果について三大栄養素および総カロリー量を算出し、また、食事内容

の分析を行った。牛乳・乳製品の摂取状況に関しては、チーズ 1j切れまたはヨーグルト I本を牛乳I

本に換算し、飲まない・時々飲む・毎日 1本およびそれL以上は 1日の本数が記入さわしたものを分析し

た。一方、身体活動状況に関しては、放課後および帰宅後の屋外での遊びの回数(遅) ・テレビ(ゲ

ームも含む)を見る時間(日) ・スポーツ(週)および保護者から見た子供の運動量の4項目について

の回答結果を分析した。

身体測定所見として身長、体重、体格指数および皮下脂肪厚・上腕周囲径、また空腹時採血検査の

うち血清一コレステロール (τ'Ch)、トリグリセライド (TG)、HDL コレステロ ル(HDL-Ch) を

分析対象検交項目とした。また、健診を受診した小学4年児童および中学I年生徒については空腹時
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血清インスリン(lRI)の測定結果を分析項目に加えた。

結果

A.学年別身体所見および栄養摂取状況

教育介入試験の総合評価を行うため、食生活・身体活動状況・身体所見等の経年的変化が必要なた

め、基礎資料作成が必要でーある。今回は学年別の特徴を明らかにするため、 7年間の集積データの解

析を行った。

I 学年別身体所見

平成6年から 7年間の小児成人病健診の結果を学年別平均値として表 1に示した。血清インスリン

f直と皮下脂肪厚の加齢に伴う増加 (p<O.Ol)が認められたが、皮下脂肪厚を同部周囲径で補正すると

人数

身長

体重

ローレル指数

BMI 

収縮血圧

拡張血圧

平均血圧

T-C 

HDL-C 

HDUTC 

LDL-C 

AI 

TG 

インスリン

皮下脂肪厚

上腕周囲

SF/SYUI 

表1 学年別身体所見

単位 小学1年 小学4年 中学1年

人 534 914 10日9

cπ3 116.6土4.8 133.4土5.6(0) 151.6土6.8(b)(c)

kg 21.4土3.4 30.0土5.5(0) 43.2:1: 7.8(b)(c) 

134.1 :1: 13.2. 12.5.5:1: 15./0) 12.3.4:1: 17.2(c) 

kg/r吋 15.6土1.7 2.0.5:1: 6.5(') 18.7:1: 2.6(b)(c) 

mmHg 99.8土11.9 106.8:1: 11.2(') 111.5:1:14.0(b)(c) 

mmHg 55.9:1: 1 0.8 63.3:1: 10.25(') 62..0:l:9.8(c) 

mmHg 88.9:1: 13.1 98.9士12.6 99.1士12..5(c)

mg/dl 172.7:1:2.5.4 177.5:1:2.5.s") 166.7 :l:2.4.6(b)(c) 

mg/dl 61.7土12.4 66.6:1: 13.5(') 63.6:1: 12.9(叫

36.1土6.8 37.8:1:7.0") 38.4:1:7.1 (c) 

1 01.1 :1: 22.3 99.9:1:21.4 91.4土20.7(b)(c)

1.9土日5 1.7:1: 0.5(') 1.7:1: 0.5(c) 

mg/dl 49.0:1:19司7 55.0土21.2(') 58.4:1:30.4(c) 

μU/ml 3.7:1:1.9 5.3土2.8(0) 7.9:1: 4.0(b)(c) 

ロ1π3 11.4土3.8 15.5:1:5.9(0) 17.2:1:丘5(b)(c)

cm 17.9:1:1.5 19.4:1:2.9(') 22..3士2..5(b)(c)

65.3:1: 16.7 80.7:1:2.8.7(0) 77.2.:1: 2.2..5(c) 

(a)(b)(c) ; p<O.OJ (a)小学i年と小学4年 (b)小学411と小学1'1 
(C)小学1'1と小学I年

TC 血消コレステロール HDL-C;IIDLコレステロ ル
LDL-C = TC-(干IDL-C+ TG/5) TG; l(ait'iトリグリセライド
SK!SYUI;庇下脂肪陣/上腕周囲径
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小学4年児童と中学 1年生徒は近似した値であった。一方、収縮期血圧は加齢に伴う増加 (p<0.01) 

を認めたが、拡張期圧は小学4年児童と中学l年生徒との聞に差がなかった。 TChおよびLDL-Cは中

学I年生徒で低値 (p<O.Ol)を示した。

2 学年別栄養摂取および身体活動状況

表2に1日の摂取熱量および三大栄養素を学年別に示した。中学 l年生徒の 1日平均摂取熱量およ

び脂肪量は他学年に比べて高値 (p<O.Ol)であったが、蛋白質および糖質摂取量は加齢と共に有意の

増加が認められた。図1、2に学年別の 1日摂取熱量および脂肪量のヒストグラムを示した。

食事内容について学年別にみた場合、有意差のあったのは、図3に示す菓子と野菜の摂取状況であ

る。菓子は高学年ほど毎日食べる頻度が減少(7年生の36%)、逆に野菜の摂取は増加する (7年生の

63%)。表3には各学年別に菓子の摂取状況別に見た栄養摂取量を示しである。各学年共菓子を毎日食

べる群の糖質と脂質の摂取量が多いことが判った。

一方、学年別の牛乳の摂取状況を卵のそれと比較したのが図4である。牛乳・乳製品の摂取に関し

ては、たまに飲む頻度が高学年で減少し(1年生の42%から 7年生の35%)、毎日飲むと飲まないの両

方の増加に変化することが判った。

身体活動状況に関しては、図5に示すように「屋外で遊ぶ」の質問に対してほとんど毎日と回答し

た頻度が年齢に伴って減少 (69%から33%、p<O.01) したが、これは学内活動として高学年で、スポー

ツをする生徒が多くなるためと考えられる。一方、保護者から見た子供達の運動量は 7年生で非常に

少ないと回答した頻度が高値であった。

B.教育介入対照試験の結果

表4上段に教育介入校(長尾 4年児童の介入前(HlO)および後(H11、12)の身体所見を示した。

対照校 G豊田)のそれを表4下段に示した。介入前の両校の比較において一致していた指標は、ロ レ

ル指数、 BMI、血清インスリン値である。これらの指標は平成11年に対照校で高値を示したのに対して、

表2 学年別栄養摂取量

単位 小学1年 小学4年 中学1年

人数 人 924 855 1125 

熱量 kcal 1337+272.7 1337土229.9 1401土260.5(b)(c)

蛋白質 E 45.0+8.3 46.8:!:8.8(a) 48.5+9.9(b)(c) 

糖質 E 191.0土44.8 197.9:!:46.1(a) 211.3土51.0(b)(c)

脂質 E 40.2土8.1 41.3+8.7 41.7+8.9(b) 

(a)(b)(c) ; p<u.Ol (a)小学1年と小学4年 (bl小学4年と中学1年
(C)小学1年と中学l年

l
 

q
J
 

414 



小学1年
200 

100 

度
数

樟準面差=272.66 

平坦 :.1337.6

有効控=924_00 。

小学4 年
200 

100 

磨
区
勅
獄

事軍主笹脅覇呈藍 229.91

"l"士会ヨ 1 3 37.5 

0 ..1~園田園田園田園田園圃園田園田園・圃園田園田- l有効数 855.00

~φ" 炉，. ;. '." ，." ;， ;. ，.やややや。0_-0_ 0 ，.ーや >Jo ? <!子 6' -~ ~ ，g '-0 ....，. ゃ 。
-0 '0 '0 O. O. 0_ O. O. O. O. O. O. O. O. O. 0 。て。-。 τ。o -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0。-。・0・。‘。、。、。-。、。 o'0・。・0'0.。

寸ヨ守主1:1:芋
300 

200 

王子Z士骨ニ 1401.9

100 

本軍主巨伺扇霊童三 260.97

度
数
O~一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一A一一一一一一一一 E 弔司r交カ養女=胃079.00

ム~_ 09_ ，. _ ，. .j" ， ， .， l' ， ， ，やや守守。0....-0" . O~ . ;~ . ，<?"， IJO..... ?，⑤@ム<$>_ >9_' 0.... '''.や 9b ~O _ ~O _ .... 0_ "0_ Yo_ "O_ "0_ "0_ ~O_ -0_ '"'0_ ~O_ -0.... -0..... '0..... ~O. 、。 o ~O ~ ~_~_~_~_~_~_~_~_~_~_~_~。、。、。、。、。。。、。 o '0 。、。。、。、。

図1 学年別 1日の摂取熱量
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図 2 学年別 18の脂肪摂取量
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1年生

4年生

7年生

1年生

4年生

7年生

菓子摂取状況

日 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

号6

野菜摂取状況

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1日。

号也

図3 学年別の菓子と野菜の摂取状況

食べる

食べる

実践校では平成10年とほぼ同じ値であったが、平成12年は両校とも10年に比べて高値であった。一方、

介入前の指標値が対照校と比較して高値を示したのは、血圧、血清一コレステロール、 LDレコレステ

ロ ルであったが、このうちコレステロールに関しては、 HDL/血清一コレステロールおよび動脈硬化

指数には差がなかった。介入後、実践校の血圧値は対照校に年差がないのに対して低値を示した。血清

およびLDLーコレステロール値は対照校に年次高値を認めたが、実践校においては明らかに平成11、12

年とも差がなかった。 方、血清トリグリセライド、皮下脂肪厚およびその仁腕周囲径比は平成10年の
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表3 学年別の栄養摂取量と菓子の摂取状況との関係

菓子食べない 時々食べる 食べる

小学 1年生 熱量 (kcal) 1305:1:366.7 1306土251.5 1364:1:278.1 

糖質 (g) 176.7:1:54.5 184.7土38.4 197.1:1:47.5 

脂質 (g) 36.9:1: 8.0 39.6:1:8.0 41.1:1:7.8 

小学4年生 熱量 (kcal) 1275士224ι 1309土221.6 1371 :1:233.3 

糖質 (g) 189.6:1:45.8 192.7:1:44.1 204.0:1:47.5 

脂質 (g) 37.8:1:8.1 40.6土8.4 42.3:1:8.8 

中学1年生 熱量 (kcal) 1319:1:268.9 1383:1:254.2 1453:1:263.2 

糖質 (g) 198.5:1:55.0 207.2士49.8 220ι:1:50.8 

脂質 (g) 38.0:1:9.1 41.4土8.8 43.0:1:9.1 

牛乳摂取状況

1年生

牛乳

盟飲む

協たまに飲む

函飲まない

4年生

7年生

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 10C 
% 

卵標取状況

1年生

卵1遅間頻度

4年生 降雪1日1個以上

髄 5.......7侶

7年生
110-4個

EJ食べない

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
% 

図4 学年別の牛乳・乳製品および卵の摂取状況
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屋外での遊び

1年生

屋外4年生
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111たまに遊ぶ
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o 10 20 30 40 50 60 70 80 
% 

90 100 

保護者から見た運動量

1年生

保護者から見た運動量

4年生
.動いている
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図5 学年別の身体活動状況

実践校で低値であったが、このうち脂肪厚およびその比の介入後の値は実践校で高値を示した。

表5には小学4年生の栄養摂取量を示してある。両校共通の介入後の変化として炭水化物の高値と

脂肪摂取量の低値が認められた。

表6には教育介入後の菓子の摂取に関するアンケートの回答結果を示す。実践校において介入効果は

認められなかったが、両校とも「毎日食べる」児童の頻度が低値であった。牛乳・乳製品に関する同答

結果を表 7に示した。「毎日 l本以↑」を摂る頻度は平成11年の実践校で不変であったが、対照校では低

{直傾向であった。 方、表8、9に身体活動状況に関する田平年結果を示した。 IT望外でよく遊ぶ」に関し

ては両校に大きな差がなかったが「保護者から見た運動量lに関して対照校では平成1O{1と比較して、
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表4 教育介入の身体所見への影響

【長尾小学校・ 4年生身体所見・平成10年~12年度】

函子 単位
年度

Hl0 H 1 1 H12 

人数 人 72 86 87 

身長 c 町、 132.6士5.7 132.2士5.7 131.6土4.7

体重 kg 29.2:1:5.4 29.5土5.5 28.3:1:4.3 

口一レル指数 124.3:1: 1 4.6 126.6士14.7 123.7土13.3

BMI kg/rrl 16.5士2.1 16.7:1:2.1 18.3士4.3

収縮期血圧 mmHg 113.5士1.0 106.8土11.2 109.4土10.2

鉱猿期血圧 mmHg 66.3士8.8 67.0土9.1 69.2士8.1

T-C mg/d I 183.3:1:23.9 181.3土23.9 180.0土29.1

HDL-C mg/d I 67.5:1: 1 4.0 71.2士13.1 73.1土12.7

HDL/TC mg/d I 36.8士6.0 39.6:1:7.4 41.3土8.7

LDL mg/d I 106.2土19.7 99.7土21.7 97.0士27.0

AI 1.8土0.5 1.6土0.5 1.5士0.5

TG mg/d I 48.4:1: 22.8 52.4土18.0 49.3土18.1

インスリン μU/m I 4.9:1:2.3 5.5士2.7 6.8土3.1

皮下脂肪厚 円3町1 13.6土5.1 17.3士6.5 15.5土5.7

上院周囲 cn、 19.2士2.1 19.3土2.1 19.0士2.1

SF/SYUI 69.6:1: 20.5 88.1士28.1 79.8土23.8

【造田小学校・ 4年生身体所見・平成10年~12年度】

因子 単位
年度

H 1 0 H 1 1 H 1 2 

人数 人 53 55 57 

身長 c 町、 131.8士4.65 134.2:1:5.2 133.0土5.6

体重 kg 28.2士4.4 31.0:1: 5.2 29.9土5.9

ローレル指数 122.85::1:15.1 127.8土15.8 126.0:1: 1 6.1 

BMI kg/m' 16.2士2.0 17.1土2.2 19.9土5‘9

収縮期血圧 mmHg 107.6土9.4 111.7士9.5 112.6士10.2

鉱猿期血圧 mmHg 64.6土8.3 67.4:1:6.7 71.0土8.2
T-C mg/d I 170.2土29.1 177.3土20.4 185.7土27.7
HDLーC mg/d I 64.0:1: 13.0 66.8土13.2 70.1:1: 1 2.7 

HDL/TC mg/d I 37.9士6.4 37.9土7.1 38.3土7.7

LDL mg/d I 94.8士22.3 100.1士18圃7 104.0土24.9

AI 1.7土0.5 1.7:1: 0.6 1.7士0.5

TG mg/d I 56.5士23闘9 51.6士18.7 58.0土21.2
インスリン μU/m I 4.5:1:2.4 6.3土3.1 6.7土3.3
皮下指肪厚 π1打1 15.7土5.4 16.7士5.2 13.9:1:5.6 
上院周囲 c町、 16.4士4.1 20.4土2.5 19.7土2.8

SF/SYUI 95.6士51.5 80.5士19.3 68.6土19.1

(a)(b)(c) ; p<O.Ol 
(a)小学1年と小学4年 (1))小学1'1と中学1'1" (C)小学1<1ーと中学1'1 

TC;lfir消コレステローJレI-IDL-C ; 1-1口L-コレステロール
LDL-C = TC-OIDL-C + TG/S) TG;山泊トリグリ tライド
SK/SYUI;皮下脂肪J￥/-1腕周凶作

円
/。。



表5 教育介入の栄養摂取量への罷響

【長尾小学校・ 4年生各栄養素・平成10年-12年度】

因子 単位
年度

H 1 0 H 1 1 H 1 2 

人数 人 72 86 87 

エネルギー kcal 1341.8士178.6 1345.2土259.2 1311.9士274.8
たんぱく質 g 48.8:t7.9 49.3士10.3 41.2:t7.6 
炭水化物 g 194.0土38.0 197.0土50.23 202.8:t 58.1 
脂肪 g 42.8:t7.5 41.5士8.3 38.4:t8.8 

【造回小学後・4年生各栄養素・平成10年-12年度】
年度

因子 単位
H 1 0 H 1 1 H 1 2 

人数 人 53 55 57 

エネルギー kcal 1336.4土185.1 1372.7 :t229.1 1351.4士285.7
たんぱく質 g 49.7土8.5 50.7土8.2 44.2士7.5
炭水化物 g 188.2:t 34.3 198.0土49.0 205.8土61.2
脂肪 g 44.4土7.7 43.6:t9.3 40.3:t8.0 

表6 教育介入の菓子の摂取状況への影響
【長尾小学校・ 4年生食生活アンケート・平成10年-12年度】

年度
扇子

H 1 0 H 1 1 H 1 2 

度数 7 4 11 
1 (ほとんど食べない}

% 9.7 4.7 12.6 
度数 32 53 44 

2 (時々 食べる)
% 44.4 61.6 50.6 

3 (毎日食べる)
度数 33 29 32 

菓子の景
% 45.8 33.7 36.8 
度数

無回答
% 

度数 72 86 87 
合計

% 100 100 100 

{造国小学校・ 4年生食生活アンケート・平成10年-12年度】

年度
西 子

H 1 0 H 1 1 H 1 2 

度数 2 
1 (ほとんど食べない)

% 1.9 1.8 3.5 

度数 31 39 41 
2 (時々食べる)

% 58.5 70.9 71.9 

度数 21 i 5 14 
菓子の量 3 (毎日食べる)

。/〆。 39.6 27.3 24.6 
度数

無回答
% 

度数 53 55 57 
合計

% 100 100 100 

n
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表7 教育介入の牛乳・享L製品の摂取への影響

【長尾小学綬・ 4年生食生活アンケー卜・平成10年~12年度1

因子
H 1 0 

1 (飲まない)
度数 4 

% 5.6 

2 (時々飲む)
度数 29 

% 40.3 

牛乳を飲む量 3 (毎日1本}
度数 38 

% 52.8 

無回答
度数 1 

% 1.4 

合計
度数 72 

一一上ー
% 100 

【造回小学校 .4年生食生活アンケートー平成10年~12年度】

因子
Hl0 

1 (飲まない) 度数 1 

% 1.9 

2 (時々欽む)
度数 19 

ラ6 35.8 

牛乳を飲む量 ヨ(毎日1本)
度数 32 

% 60.4 

無回答
度数 1 

% 1.9 

合計
度数 53 

% 100 

表8-1 教育介入の身体状況への影響

【長尾小学校・ 4年生食生活アンケート・平成10年~12年度】

因子
H 1 0 

度数 39 
1 (ほとんど毎日)

% 54.2 

度数 z7 
2 (時々 )

% 37.5 
度数 6 

屋外 3 (ほとんど遊ばない)
% 8.3 

無回答
度数

% 

度数 72 
合計

% 100 

【造問小学校 .4年生食生活アンケート・平成10年~12年度】

因子
Hl0 

1 (ほとんど毎日) 度数 30 

% 56.6 

z (時々 ) 度数 19 

% 35.8 

3 (ほとんど遊ばない)
度数 4 

屋外
% 7.5 

度数
無回答

% 

合計
度数 53 

% 100 

139ー

年度

H 1 1 

6 

7.1 

36 

42.4 

43 

50.6 

85 

100 

年度

H 1 1 

3 

5.5 

22 

40 

29 

52.7 

1.8 

55 

100 

年度

H 1 1 

42 

49.4 

37 

43.5 
5 

5.9 

1 

1.2 

85 

100 

年度

H 1 1 

28 

50.9 

23 

41.8 

4 

7.3 

55 

100 

H 1 2 

7 

8.1 

35 

40.7 
44 

51.2 

86 

100 

H 1 2 

3 

5.4 

19 

33.9 

34 

60.7 

55 

100 

H 1 2 

41 

41.7 

31 

42.5 
B 

9.2 

1 

1.1 

87 

100 

H 1 2 

30 

54.5 

21 

38.2 
4 

7.3 

55 

1副



表8-2 教育介入の身体状況への影響

【長尾小学校・ 4年生食生活アンケート・平成10年-12年度】

年度
因子

H 1 0 H 1 1 H 1 2 

度数 4 4 7 
1 (非常に少ない)

% 5.6 4.7 呂

度数 13 23 27 
2 (少ない)

% 18.1 27.1 31 

度数 38 44 37 
3 (普通)

% 52.8 51.8 42.5 
保護者からみた運動量

度数 17 13 16 
4 (よく動いている)

% 23.6 15.3 18.4 

度数
無回答

% 1.2 

度数 72 85 87 
合計

% 100 100 100 L 

【造調小学按・4年生食生活アンケート・平成10年-12年度】
年度

因子
H 1 0 H 1 1 H 1 2 

1 (非常に少ない) 度数 2 4 3 

% 3.8 7.3 5.4 

度数 13 13 12 
2 (少ない)

% 24.5 23.6 21.4 

度数 22 32 32 
3 (普通}

% 41.5 58.2 57.1 
保護者からみた運動量

度数 16 6 9 
4 (よく動いている)

% 30.2 10.9 16.1 

度数
無回答

克

度数 53 55 56 
合計

% 100 100 100 

平成11、12年に「よく動いている」頻度が低値であったが、実践校ではその頻度は低値傾向であった。

Discussion 

教育介入は、実践校において初年度に保護者に対する健康教育としてリーフレット、講演会また児

童に対する父兄参観日に食事に関する教育を行い、 2年度は児童に対する運動に関する体験教育を行

った。身体所見および栄養摂取・食物摂取状況、身体活動状況に関する情報は、小学 1年、 4年児童

と中学 I年生徒を対象に各年度に実施した結果から得ているため、今回の報告は介入後の各指標の変

化について解析検討したものである。

介入後1年白において体格指数および血清インスリン値に介入効果を児たが、皮下脂肪厚およびそ

の上腕周囲筏比には無効と考えられる結果が得られた。、しかし、栄養摂取長および身体活動状況に関

しては実践校に特記するべき結果は得られなかったが、保護者から見た子供の運動景に関する項に介

入効果が見られた。 方、血圧およびI血清一コレステロ←ルは対照校の介入後の111]がお値を示してい

たが、実践校では介入前と近似した値を示した。実践校の栄養摂取取、ヰて?に結成Iの摂取量はむしろ対
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照校と同様に介入後に低値であった。また菓子の摂取等に関しても同一の現象は認められず、介入校

における身体的所見の特長の意味づけは、すでに報告した環境と関わりが強い血清トリグリセライド

とインスリンを加味した分析を必要とするため、これを行う予定である。

→方、食物摂取及び身体活動状以への介入効果については初年度の児童に対して行った菓子の摂取

状況に関する教育効果は明らかであった。問題は2年度に継続してこの内容に関する教育介入を行わ

なかったため、平成12年度においては対照校と同じ結果になった。複数の科目の知識を統合するため

の恒久的な教育カリキュラムの作成が必要であることが示唆さわした。一方、身体状況に関しては2年

度に行った体験教育の効果は「屋外で遊ぶH保護者から見た運動量」において確認することができた。
保護者に対する教育介入の児童への影響は血圧、血清コレステロール、あるいは身体活動状況等の

平成11年の結果に現れており、その効果が継続するための教育指針が必要である。そのために、全校

生に行った意識と行動変容の評価のためのアンケート結果を分析する予定である。

まとめ

3年計画で行った教育介入の評価を小学4年児童について行った。

l 介入効果は身体所見および身体活動状況に関する 2、3の項目で確認できた。これについては平

成13年度に同一対象の4年後の情報収集を行い、その結果に関して、すでに明らかにした環境の

変化を評価する身体的指擦を加味した解析で確証する予定である。

2 牛乳・乳製品の摂取状況に関する教育介入効果は得られなかったため、本年2月に予定の保護者

教育に使用する教材(リーフレットNo.5)に「日本人に比較的少ない食品」として具体的に牛

乳乳製品と記載して変容効果を評価する予定である。

3 1年間のみの教育介入、特に保護者に対する教育の効果が明確でなかったため、本年2月に2回

目の保護者に対する教育を行い、 5月にそれを評価する予定である。
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